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口腔の機能が低下すると, 認知機能に影響を与えることは広く認識されている。し
かし, その実態や分子制御機構について明確な解答は得られていない。本研究では,
顎骨組織が口腔内機械受容性感覚の主体であると考え, 骨組織と認知機能には重要
なネットワークがあるのではないかと仮説を立てた。しかしながら, マウス等を用
いたin vivo研究では, 全身が複雑に関連するため骨組織と脳との連関を直接観察す
ることは難しい。また従来の２D細胞培養を用いた研究では, 生体と大きくギャップ
がある。そこで, 現在未だ樹立されていない骨オルガノイドの作製を目的とし,
Polydimethylsiloxane (PDMS)デバイスを用いて実現するため, 広島大学ARIM支援
室に提案したデバイスの作製を依頼した。

実験
Experimental

【実験方法】広島大学ARIM支援室にて, マウス生体内で骨組織が再現可能なデバイ
ス 作 製 の フ ロ ー チャートを確立し た。ア ルミで作 製 し た鋳型に (図1 A )に ,
Polydimethylsiloxane (PDMS)調合液(主剤：硬化剤を10:1あるいは14:1)を自・公
転ミキサーにより撹拌(20秒)脱泡(20秒)し, 真空吸引機にて脱気後, 加熱処理により
硬化させた(80℃, 1時間)。離型したのち, 余剰をカットすることで計画したデバイ
スの作製に成功した (図1B)。デバイス内に,マウス由来の骨誘導脱灰骨粉（DBP）
および骨形態形成蛋白（BMP2およびBMP4）を内包させ、この装置をマウスの背
部に皮下移植した。

結果と考察
Results and Discussion

高さ4 mm, 直径(幅)8mm, 孔4mm, 深さ4 mmの計画していたデバイスの作製は達成
された(図1)。現在, 皮下移植を目指し, 動物実験計画書を作成中, 申請予定である。
今後は計画書が承認されたのち, 直ちに移植実験にとりかかり, 骨オルガノイドの作
製に取り掛かる。  
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